
 

平成2９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【宮城県】 

１実践テーマ 【 Ⅴ 】  

２実施対象者 実施学校   山元町立山下小学校 

実施学年   第５学年 ３４名 

       第６学年 ３２名 

３展開の形式 （１）	学校における活動 

① 教科名（体育     ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２）	地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 

・トップアスリートとの出会いと交流を通してスポーツに対する興

味・関心を高め，自ら進んでいろいろなスポーツに親しもうとす

る態度を育てる。 

・夢や志を持ち諦めずに取り組もうとする心情を高める。 

 

５ 取組内容 １ アルティメット日本代表の森 友紀さんと交流しよう。 

 （１）自己紹介 

 （２）ゲームで交流しよう。 

    ・ウォーミングアップ，サブ－ゲームで心と体をリラック 

     スしよう。 

    ・チームワークゲームにチャレンジしよう。 

 （３）森 友紀さんと夢トークをしよう。 

    ・森友紀さんの子供の頃の話を聞く。 

    ・夢をもったきっかけや夢をつかむまでの話を聞こう。 

    ・挫折や失敗を乗り越えた話を聞こう。 

    ・これからの夢を聞こう。 

 （４）みんなの夢をワークシートに書こう。 

     

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



２ プロ野球選手との交流をしよう。 

（１）自己紹介 

 （２）ウォーミングアップで心と体をリラックスしよう。 

 （３）プロ野球選手のバッティングを実感しよう。 

 （４）夢や志を持つことの大切さを知り，自分の生活を振り返る。 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

○ 活動を通して子供たちは次のような感想を持った。 

 

 

 

 

 

 ・トップアスリートとの交流を通して，夢や志を持ち，日々努力

することの大切さや挫折しても前向きに取り組む大切さを学び

取った。 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

○ 事前指導の時間を十分に確保し，交流に対する心構えや意識を

高めるように工夫する。 

○ 本時の活動を体育の時間の指導に結びつけていくよう指導計画

を工夫する。 

 

 

 

 

 

８主な課題等 ○ 活動が単発に終わることなく，継続的計画的に進められるよう

に，活動に対する学校全体としての共通理解が必要である。 

○ 体験活動や話合い活動なども組み合わせた展開の工夫が必要で

ある。 

９来年度以降

の実施予定 

○ 交流の機会を設定し，年間計画に位置付け実践したいと考えて

いる。 

 

 

	 ぼくは、今日から自分で立てた目標をこつこつがんば

ります。そして，いつかプロ野球選手になって世界一に

なりたいです。今日はありがとうございました。 


